
県営園場整備事業 (日召和55年度 )

埋蔵文化財緊急発掘調査報告
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飯島町においては,昭和48年から県営ほ場整備事業が実施され,今年度

は飯島地区第26工区高尾地籍,七久保地区第26工区本郷原林地籍,田切地

区第33工区平沢地籍が実施されています。

当地籍は,古 くから集落が発達 した地域であり,文化財保護の立場から,

飯島町遺跡調査会に依頼 し調査を行ないました。

幸いにも南信土地改良事務所の御配意と,県教育委員会文化課の御指導

のもとで,優秀なる調査団の先生方により大きな成果をあげられたことは,

感謝にたえません。

出土品については,飯島町陣嶺館に展示 し一般の方々に見ていただく予

定です。

調査報告書の刊行に当たって関係各位に対 し心から感謝申し上げる次第

であります。

昭和56年 3月 15日

飯島町教育委員会教育長

熊 崎 安 二
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1。 この調査は,県営ほ場整備事業に伴なう緊急発掘調査で,調査は南信土地改良事務所の委託によ

り,飯島町が実施 した。

2.本調査は,昭和55年度中に業務を終了する義務があるため,報告書は図版を主体とし,文章記述

はできるだけ簡略にし,資料の再検討は後日の機会にゆずることにした。

3.本文の執筆は,友野良一,伊藤 修が行なった。

4。 本報告書の編集は,主として飯島町遺跡調査会があたった。

〔発掘参加者名簿〕

○高尾第 1遺跡
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第 I章 遺跡の概観

第 1節 位  置

高尾第 1遺跡は,長野県上伊那郡飯島町大字飯島1の 55番地に所在する。

遺跡は,中央アルプス山麓の台地上に位置する。遺跡に至るには,国鉄飯田線飯島駅で下車 し,北

西へ約 3 kmほ ど歩いたところである。遺跡の中心で標高 745mをはかる。

第 2節 地形・地質

当遺跡は,中央アルプス南駒ケ岳山麓の台地に位置する。遺跡は,中 田切川により形成された扇状

地の扇頂部にあり,南 0北側の沢により,舌状の台地となっている。

調査地区の上層については,水田,桑園,畑地で撹乱されており,礫層の基盤の上にローム層,黒褐

色土層,耕作土層が堆積していたものと思われる。
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第
.1図 位置図 (1‐ :100′ 000)
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第 Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査に至るまで

県営ほ場整備事業飯島地区第26工区にある高尾第 1遺跡の埋蔵文化財緊急発掘調査を飯島町では,

飯島町遺跡調査会に委託し実施した。

〔飯島町遺跡調査会〕

長  熊 崎

事  片 桐

宮 下

Jヒ 原

桃 沢

松 崎

中 島

片 桐

Jヽ 林

事  池 上

中 野

事  吉 沢

米 沢

伊 藤

宮 下

安 二  (教 育   長)

修   (飯 島町文化財調査委員 )

(飯島町教育委員会教育次長)

〔発掘調査団〕

団   長

調 査 員

調査補助員

第 2節 調査 日誌

高尾第 1遺跡の調査における主だった項目を拾ってみた。

○調査は,昭和55年 4月 24日 より着手 し,昭和56年 3月 20日 に完了した。

○調査は,調査地区全体に 2m四方のグリットを設定 し行なった。

○遺物について,主要なものは平面図に出土点,出土高等を記録 した。

○遺構については,平面図の他にできる限り遺構断面の土層も記録を行なった。

会

理

静

健

匡

研

淑
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三  (
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定  (

雄  (

彦  (
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(飯 島 町

(

(

(

(

〃
         )

〃         )

〃         )

″         )

〃         )

〃         )

〃         )

監 査 委 員 )

〃         )

〃    係長)

″    主事)

〃    主事)

監

幹

勇

武 司

内 次

長 実

修

淑 江

友 野 良 一  (日 本 考 古 学 協 会員)

伊 藤  修   (飯 島町教育委員会主事)

和 田 武 夫  (長 野 県考 古 学 会 員 )

中 村 正 純  (飯    島   町)
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第Ⅲ章 遺 構

台地の中央部に調査区域を設定 し,南北90m,東西70mの全面発掘を行なった。その結果,縄文時

代中期の住居址45軒,弥生時代の住居址 4軒,土拡49箇所を検出した。

住居址は台地上に約30～ 40mの幅で直線または大きな弧をえがく形でみられ,住居址の内側は土拡

群あるいは空間地となっているように思われる。

号 口万 号 4 号 号

位 置
A地区

調査地区西

A地区

調査地区西

A地区

調査地区西

A地区

調査地区西

A地区

調査地区西

プ  ラ  ン 楕  円 形 円 形 円 形 方 形 方 形

壁 同

肩彗25cmJヒ25cm

東25cm西 ナシ
南ナシ北30cm

東35cm西35cm

肩彗20cmJヒ25cm

東25cm西20cm

肩雪10cmゴ L10cm

東15cm西

肩可10cmJヒ locm

東10cm西 10cm

壁 の 状 態 亜
心 良 好 良 好 大部分が破壊 上半分が破壊

床
平坦であるが

軟弱 で あ る
平 坦 で あ る 平 坦 で あ る 平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝

３
巾
の
る

に
り

ｃｍ
れ

外
た
１５
ら

暇囀
Ｍ̈

東

ｍ
５
溝

主 柱 穴
柱 穴 2個
Pl ° P2

柱 穴 4個
Pl～ P4

柱 穴 4個
Pl° P3° P4

柱 穴 4個
Pl～ P3

柱 穴 4個
Pl ～ P4

炉

位 置 中 央 中 央 確認できない 中 央 北 側 確認できない

形 式 石  囲  炉 石  囲  炉 埋  甕  炉

規 模 110 cm× 75cm 115 cm× 110 cm 120 cm× 100 cm

壁 外 施 設

そ の 他

上
３
り
る

一約

削
い

が

り
て

部

よ
れ

南

に
ら

西

崖
取

西南部の一部
が崖により肖1

り取られている

南側の一部が
崖により削り
取 られている

遺   物

出 土 状 況
曽  利  Ⅲ 曽利 I～ Ⅱ

井 戸 尻Ⅱ

曽利 I～ Ⅱ
弥 生 後 期 弥 生 後 期

-6-



址 号 号 8 口万 号 号

位 置
A地区

調査地区中央

A地区

調査地区中央

A地区

調査地区中央

A地区

調査地区中央

A地区

調査地区中央

フ
゜
 ラ  ン 方 形 円 形 円 形 円 形 方 形

壁 同

肩萄10cmゴ ヒlocm

東20cm西 15cm

南10cm北

東10cm西 10cm

肩彗15cmJL10cm

東10cln西 15cm

肩彗20cmゴヒ30cm

東30cIIl西35cm

肩可25cmゴヒ20cm

東30cIIl西 25cIIl

壁 の 状 態 良 好 良 好 良 好 良 好 良 好

床 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝

主 柱 穴
柱 穴 6個
Pl ・ P2
P5 °P6

柱 穴 3個

Pl～ P3
柱 穴 4個 |

Pl ~P4
柱 穴 10個
P2 ・ P5
P8・ P10

柱 穴 2個

Pl °P2

炉

位 置 中 央 中 央 中 央 中 央 中 央 西 側

形 式 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉 石 i囲  炉 埋  甕  炉

規 模 120 cm× 120 cm 105 cm× 100 cm 160 cm× 140 cm 100 cm× 80 cm

壁 外 施 設

そ の 他

10住居址によ

リー部破壊

住居址内にピ

ットが多い

7号住居址を

切 っている

一退 物

出 土 状 況
曽  利  Ⅱ 曽  利  Ⅱ 曽  利  Ⅱ 弥 生 後 期

住 居 址 一 覧 表 曖)

-7-



住 居 址 一 覧 表 侶)

口万 号 号 口写 15 号

位    置

A地区

調査地区東

A地区 .

調査地区東

A地区

調査地1区東南

A地区

調査地区東南

A地区

調査地区東

フ
゜
 ラ  ン 円 形 円 形 楕  円  形 円 形

南,西 にかく

ばった楕円形

壁    高

再可65cmJヒ20cm

東30cm西25cm

南  北 ヽ

東  西

南  .北50cm

東25cIIl西 10cm

肩コ    ゴヒ25cm

東20cm西 15cIIl

肩彗35cmJヒ45cm

東10cm西30cm

壁 の 状 態 良 好 良 好 良

　

一

好 良 好 良 好

床
平坦であるが

軟弱である
平坦でかたい 不 明

平坦であるが

軟弱である
平坦でかたい

周    溝

主 柱 穴
柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴  個
不 明

柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴 5個

Pl～ P5

炉

位 置 西 倶J 確認できない 中 央

形 式 石  囲  炉 石  囲 炉

規 模 110 cm× 80cm 115 cm× 90cm

‐
壁 外 施 設

そ の 他

16号住により

破壊

北側一部が15

住に切 られて
いる

西側が一部14

号住居址を切
っている

一退 物

出 土 状 況
曽  利  Ⅱ 曽  利  Ⅱ 勘郷

報
別

の出土が

3A・ 井戸
・ 曽不JⅢ

曽  利  Ⅱ

-8-



住 居 址 一 覧 表 (4)

号 号 18 号 号 20 口万

位 置
A地区

調査地区東南

A地区

調査地区東

A地区

調査地区東

A地区

調査地区東

フ
゜  ラ  ン 楕  円 形 円 形 楕  円  形 円 形

壁    高
南  北10cm

東25clll西 20cm

肩彗25cmJヒ 15cm

東25cm西 15cm

南 5 cmゴ ヒ15cm

東10cm西 10cm
④

南15cm北

東  西15clll

壁 の 状 態 良 好 良 好
わずかに壁が

残っている 良 好

床
平坦で軟弱で

ある

南西へやや傾

斜がみられる

平坦で軟弱で

ある
平坦で軟弱で

ある

周 溝

主 柱 穴
柱 穴 2個

Pl ° P2

柱 穴 4個

Pl ~P4

柱 穴 4個

Pl～ P4 ④
柱 穴 1個

Pl

炉

位 置 不 明 中 央
中 央

(や 北ゝ寄 り)

形 式 石  囲  炉 石  囲  炉

規 模 120 cm× 110 cm 85cm× 80cm

壁 外 施 設

そ の 他

13号住を切って
いる。南側半分
は崖により削り
とられている

西側一部が17

号を切ってい
る

住居址半分は
道路により削
り取 られてい
る

遺 物

出 土 状 況
曽 利  Ⅱ 曽  利  Ⅱ
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住 居 址 一 覧 表 (51

号 22 号 23 号 24 号 25 号

位 置

A地区

調査地区中央

A地区

調査地区中央
東

B地区

調査地区西南

B地区

調査地区西南

フ
゜
  ラ  ン 円 形 長  方  形 円 形 円 形

壁 古
同

南  北10cm

東10cm西 15clll

肩雪10cmゴヒ25cm

東20cm西 20cIIl
④

肩彗15cmJL15cm

東20cm西 25cIIl

肩可20cmJL35cm

東50cm西 15cm

壁 の 状 態 上部は破壊さ

れている
亜
心 良 好 良 好

床 平坦でかたい 軟弱である 平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝

主 柱 穴
柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴 4個

Pl～ P4 ④
柱 穴 4個

Pl ～ P4

柱 穴 4個

Pl～ P4

炉

位 置 中 央 中 央 不 明

(中央 ?)
中 央

形 式
半分切取られ
ていて確認で
きず

石  囲  炉 石  囲  炉

規 模
半分切 り取 ら

れていて不明
130 cm× 100 cm 150 cm× 85cm

壁 外 施 設

そ の 他

南西部半分が
10及び 6号住
居址により切
取 られている

柱穴の他に深
い落込が東側
にある

24号住居址に
一部重なって
いる

一退 物

出土 状 況
曽  利  Ⅱ 曽利 I～ Ⅲ

東の土鉱より

埋甕出土

曽  利  Ⅱ
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住 居 址 一 覧 表 G)

26 号 27 号 28 号 号 30 号

位 置

B地区

調査地区東

B地区

調査地区東

B地区

調査地区東

B地区

調査地区東

B地区

調査地区東

フ
゜
 ラ  ン 円 形 円 形 円 形 円 形 円 形

壁 古
同

肩可20cmJL 5 cm

東 5 cm西 5 cm

肩彗10cmゴ ヒ15cm

東 15clll西 20cm

南35cIIl北 30cIIl

東30cIIl西 35cm

肩萄40chJL35cm

月巨40cmフコ45cm

南 5cdヒ 15cm

東15cm西25cm

壁 の 状 態 大部分が破壊
上部が破壊

良 好
良 好 好良 好良

床 平坦でかたい 平坦 で あ る 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝

壁にそって巾10
cm～30cm深 さ 5

cm～ 15cmの 周溝
あり

壁にそって巾 5

cm～10cm 深さ
5 cm～ 10cmの 周
溝あり

主 柱 穴
柱 穴 4個

Pl ~P4

柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴 6個

Pl～ P6

柱 穴 9個
Pl° P2
P4 ° P8

柱 穴 4個

Pl～ P4

炉

位 置 中央北寄り 中 央 中 央 中 央 中 央

形 式 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉

規 模 105 cm× 70cm 75cm× 70cm 160 cm× 140c皿 90cm× 85cm 80cm× 75cm

壁 外 施 設

そ の 他

泣還 物

出 土 状 況
曽 利  Ⅱ

井戸尻 Ⅱ

曽利 I～ Ⅲ

埋甕出土

曽利Ⅱ

炉内に埋甕出土
井 戸 尻  Ⅲ

曽 利 I～ Ⅲ
曽  利  Ⅱ
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住 居 址 一 覧 表 仔)

号 号 33 号 34 号 号

位 置

B地区

調査地区中央

B地区

調査地区中央

B地区

調査地区東

B地区

調査地区東

B地区

調査地区中央

プ  ラ  ン 円 形 不 明 円 形 楕  円  形 楕  円 形

壁 古
同

肩萄30chJヒ

東20cm西 30cm

南  c皿 Jヒ25cm

東20cmtt cm

肩彗15cmJヒ 20cm

東 5 cm西 30cm

肩彗10cmゴヒ15cm

東15cm西 15cm

肩彗25cmJヒ 10cm

東15cm西25cm

壁 の 状 態 良 好 良 好
上部は破壊さ

れている

上部は破壊さ

れている

床 平坦である 平坦である
平坦であるが

軟弱である

平坦であるが

軟弱である
平坦である

周 溝

主 柱 穴
柱 穴 5個
Pl ・ P2
P4 ・ P5

柱 穴 2個

Pl, P2

柱 穴 5個
Pl °P3
P4 ,P5

個７
Ｐ

穴

”

柱
Ｐ

P6 °P7

柱 穴 6個

Pl～ P5

炉

位 置
中    央

やや北側
中 央 中 央 ほ ぼ 中 央

形 式 石  囲  炉 石 囲 炉 石  囲  炉 石  囲  炉

規 模 160 cm× 140 cm 80cm× 70c皿 55cm× 55cm 85cm× 80cm

壁 外 施 設

そ の 他

32号住居址と

接触 している

，に
る

号
址
い

４‐
居
て

，住
し

号
号
触

３‐
４２
接

南にたれさがっ
ている部分が38

に七]り
取 られている

洩退 物

出 土 状 況

埋甕出土

曽禾JⅡ 井戸尻Ⅱ
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住 居 址 一 覧 表 侶)

号 37 号 38 号 39 号 40 号

位 置
B地区

調査地区東

B地区

調査地区北東

B地区

調査地区中央

B地区

調査地区北西

B地区

調査地区中央

プ  ラ  ン 円 形 円 形 楕  円  形 方 形 楕  円  形

壁 古
同

肩雹   ゴL5こm

東 5 cm西 15cm

肩彗25cmゴヒ10cm

東15cm西 10cm

肩雪   Jヒ 5 cm

東  西10cm

肩彗10cmゴ ヒlocm

東 15cIIl西 40cm

肩萄40cmゴ ヒ20cm

東20cm西 20clll

壁 の 状 態 亜
心 良 好

ゴヒ狽J, 西側に

残 っている
良 好 良 好

床
平坦であるが

軟弱である
軟弱である 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝

主 柱 穴
柱 穴  個

不   明

柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴 6個

P2° P3・ P5

柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴 5個
Pl° P3

～ P5

炉

位 置
中央よりや ゝ

西 北 寄 り
中 央 中 央 中 央 中 央

形 式 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉 石  囲  炉

規 模 70cm× 70cm 120 cm× 120 cm 60cm× 50cm 120 cm× 100 cm 85cm× 80cm

壁 外 施 設

そ の 他

34号住居址の

一 部 に貼床

東南部が33号
住居址に切 り
取 られている

住居址内に土
鉱が 9個程あ
る

一退 物

出 土 状 況 曽利 I～ Ⅱ

炉内 1個及び
東側寄りに 2
個の埋甕出土
曽  利  Ⅱ

平出 3A

井戸尻 Ⅱ

南側より埋甕
出土
曽利Ⅲ

炉内より土器

出土
曽不JⅡ
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住 居 址 一 覧 表 (9

41 号 42 口万 43 口万 44 号 45 号

位 置

B地区

調査地区中央

B地区

調査地区中央

B地区

調査地区北西

B地区

調査地区西

B地区

調査地区西

プ  ラ  ン 円 形 円 形 円 形 円 形 円 形

壁 同

肩笥45c皿 Jヒ20cm

東  西40clll

肩萄    JL20こ m

東20cm西

肩彗20cmゴヒ

東  西10cEl

肩萄55cmゴヒ40cm

月こ20cmフコ40cm

肩ヨ15cmゴヒ20cm

東  西

壁 の 状 態 良 好 良 好 良 好 良 好 不 明

床 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝 の
り

釧
ｃｍ
を
あ

２０
１０

ｃｍ
に

”
”
５０
体

ｃｍ
５
部
全

５
さ
東
き

巾
深
南
ぞ

主 柱 穴
柱 穴 4個

Pl ～ P4

柱 穴 1個

Pl

柱 穴 12個
Pl °P2
PH

柱 穴 4個

Pl ～ P4

柱 穴  個

炉

位 置 中 央 不 明 中 央 中 央 不 明

形 式
石囲炉であっ

たと思われる
石  囲  炉 石

°
囲  炉

規 模 165 cm× 150cm 95cn x B0cm 150 cm× 135 cm

壁 外 施 設

そ の 他

42号住居址に
東側が権動虫し
ている。南側が
32号に接触

東
接

号
に

４‐
号

が
３２

側
が

南
側
触

住居内に土鉱

が多く出た

一退 物

出 土 状 況

曽  利  Ⅱ 曽  利  Ⅱ 曽  利  Ⅱ
よ

　

Ⅱ

り
土

寄
出
１

壁
甕
禾

側
埋

南
り
曽

曽  利  Ⅱ
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住 居 址 一 覧 表 u0

46 号 47 号 48 号 49 号 50 号

位 置

B地区

調査地区西

B地区

調査地区北

B地区

調査地区西

B地区

調査地区北

B地区

調査地区北

フ
゜
 ラ  ン 方 形 円 形 円 形 円 形 円 形

壁 古
同

肩彗50cmJヒ60cm

東65cm西 65clll

百可    ゴL35cm

東25cm西40cm

肩萄    Jヒ25cm

東25cm西 20cIIl

肩専10cmゴヒlocm

東10cln西 15cm

肩可20cmJL30cm

東25cm西 35cln

壁 の 状 態 良 好 良 好 不 明
上部は破壊さ

れている
良 好

床 平坦でかたい 平坦でかたい
平坦であるが

軟弱
平坦でかたい 平坦でかたい

周 溝

主 柱 穴
柱 穴 12個
Pl～ P3

P ll

柱 穴 2個

Pl ° P2

柱 穴 4個

Pl～ P4

柱 穴 5個
Pl・
P3~P5

柱 穴 8個

Pl～ P8

炉

位 置 申 央  南 ほ ゞ 中 央 中 央
中央よりや ゝ

西  寄  り
中 央

形 式 埋  甕  炉
石囲炉であっ

たと思われる
石  囲  炉 石  囲  炉

規 模 70cm× 75cm 135 cm× 130 cm 115cm× 105 cm 105 cm× 95c皿 145 cm× 140 cm

壁 外 施 設

そ の 他

遺 物

出 土 状 況
弥 生 後 期 雷覆厖鱚窒空

よ
曽  利  Ⅱ

曽  利  Ⅱ 曽 利  Ⅱ
よ
　
Ⅱ

り
土

寄
出
Ｕ

壁
甕
禾

側
埋

南
り
曽
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第 4図 第 1号住居址 (1:80)
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第 5図 第 2号住居址 (1:80)
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第 6図 第 3号住居址 (1:80)

第 7図 第 4号住居址 (1 :80)
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第 9図 第 6号住居址 (1:80)
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第 10図 第 7号住居址 (1

第11図 第 8号住居址 (1:60)
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第 14図  第 11号住居址 (1:80)

第 15図 第 14号住居址 (1:80)
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第16図  第 15号住居址 (1:80)

第 17図  第13号 :第 16号住居址 (1:80)
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第19図 第 18号住居址 (1:80)
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第20図  第20号住居址
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第21図 第21号住居址 (1:60)
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第24図  第25号住居址 (1:60)

第25図 第26号住居址 (1:80)
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第26図  第27号住居址 (1:80)
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第28図 第29号住居址 (1:60)
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第29図  第30号住居址 (1:60)
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第32図  第33号住居址 (1:80)
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第33図 第34号住居址 (1:80)
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第34図  第35号住居址 (1:80)
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第36図  第37号住居址 (1:60)
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第38図 第39号住居址
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第39図 第4o号住居址 (1:60)
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第43図  第44号住居址 (1:80)
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第Ⅳ章 一退 物

1.土器

今回の調査で多 くの土器が出土 した。土器は縄文中期平出 3A式 ,井戸尻 Ⅱ式,曽利 I～ Ⅲ式,弥
生後期で曽利 Ⅱ式のものが比較的多い。出土 した土器の内9主なものについてみると次のとおりであ

る。

①は第 1号住居址より出土 した土器で,日縁部と底部を欠いている甕型土器である。文様は隆線に

よる大柄な唐草文を施 し,空間を構円状に区画 し内部を箆状器具による平行沈線文が施され,胴部以

下は太目の隆線で 4区画 し,そ の間を綾杉文でうめた唐草文系Ⅲ期に比定される土器である。

②は第11号住居址出土の土器で,日縁部に 2個の把手が付けられ,頸部には曲線上の入組文と縦の

平行沈線文が描かれ,胴部に単節の斜縄文が施された曽利Ⅱ式に比定される深鉢型土器である。

③第25号住居より出土 した土器で,日唇は垂文帯で頸部に 2個の把手が付され,楕円状の区画文と,

隆線による唐草文が施され,そ の内部を縦,横,斜に沈線文でうめ,胴部以下は,縦に隆線による 8

区画がなされ,そ の空間を綾杉文が施された曽利Ⅱ式に比定される土器である。

④は第28号住居址より出土 した土器で,日縁部は隆線 と沈線文で 4区画され,頸部以下は地文が縄

文でその上に蕨手状の沈線文が施された曽利 Ⅱ式の新 しいところに比定されると思われる伊那谷的な

要素をもった土器である。

⑤第15号住居址から出土 した土器で,日縁部に隆帯による大柄な渦巻文が施され,そ の渦巻文と渦

巻文との間を沈線でうめている。頸部から胴部にかけ,蕨手文や直線で区画 し,そ の間を綾杉文で埋

められた曽利 Ⅱ～Ⅲ式に比定される土器である。

⑥第16号住居址履土中より出土 した深鉢型土器である。口縁部に一条の隆帯が波状にめぐり,そ の

隆帯に箆状器具で刻目が付けられて,日唇には縦平行に押引状の連続束J突が施されている。また,胴

部にも回縁部同様な隆帯横位に一条めぐらしている土器で,井戸尻 Ⅱ式に比定 されると考えられる。

⑦第16号住居址出土の土器で,日縁部無文帯で,頸部から胴部にかけ地文が縄文の上に太い平行沈

線が縦に施された深鉢で曽利Ⅱ～Ⅲ式に比定される土器であろう。

③第20号住居址出土土器で,片側のみに把手が付いたキヤリバ形の甕型土器である。口縁部には縦

の平行沈線が施され,頸部から胴部にかけて地文が縄文で縦に蛇行沈線文が施されていて,曽利Ⅱ式

に比定されると思われる土器である。

⑨第37号住居址から出土 した土器で,日縁部が波状をなし,頸部にエプロン状H文が付され底部を

欠ぃた甕型土器で,曽利 I式の範ちゅうに入るものと思われる土器である。

⑩第37号住居址出土土器で,日唇部が内湾 し,日縁部には縦に粘土紐が付され,頸部に二条の隆帯

をめぐらした深鉢型土器である。曽利 正式に比定される土器である。

⑪第37号住居址出土の胴部以下の甕型土器である。底部の上端に円形文が付けられている例は井戸

尻式には見 られない文様である。本址は曽利Ⅱ式に比定される住居址と考えている。 (52頁 につづく)
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-41-



表 1 高尾第 1遺跡出土石器一覧表唸)
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① (1住 ) ② (11住 )

第 51図  土器実測図
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Ⅲ‖師 111111111

③ (25住 )

(1 :4)

④ (28住 )



⑤ (15住 )

③ (16住 )

③ (20住 )

第52図  土器実測図 (1:4)

⑦ (16住 )
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⑩ (37住 )

〇 (37住 )

第 53図  土器実測図
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⑫ (41住 )

(1 :4)

⑬ (40住 )
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劇

ミ

⑭ (44住 )

⑮ (44住 )

(47住 )

第54図  土器実測図
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⑬ (47住 )

⑩ (47住 )

④ (28住 )

⑩ (50住 )

第55図  土器実測図 (1:4, 1:2)
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第57図  右器・土製品実測図 (1:3)
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1住

② l住

③ :1住

第58図  土偶実測図
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④ 49住

⑤雅

⑥ 15住

土偶実測図
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⑫第41号住居址出土土器で,回縁部に渦巻文と曲線文の先が小渦巻を作る文様で飾られ,頸部から

胴部は地文が細い届吐目が引された上に,沈線による蕨手文の文様が施された曽利Ⅱ式に比定される深

鉢型土器である。

⑬第40号住居址出土土器で,日縁部縦位に渦巻文による区画がなされ,日唇の下部に曲線文と刺突

文が施文されている。胴部は地文が縄文でそのうえに蕨手状文が施された曽利Ⅱ式に比定される土器

である。       
‐

⑭第44号住居址出土土器で,日縁部が一部欠損した土器,日縁部は隆線による渦巻文と平行沈線文

が施され頸部から胴部に曲線文や蕨手文が描かれた曽利Ⅲ式に比定される土器である:

⑮第44号住居址出土の深鉢型土器,日縁部垂文で頸部との間は隆線で 8区画され,区内は,縦位に

平行沈線文でうめられている。胴部は,縄文地の上に沈線による蛇行線文が施されている曽利Ⅱ式の

範ちゅうに入ると考えられる土器である。

⑩第47号住居址出土土器で,日縁部無文の帯の甕型土器である。頸部以下に大柄な唐草文が施され

た曽利Ⅱ式土器である。

①第46号住居址出土土器で,日縁部を欠いた無文の弥生後期座光寺原に比定される土器である。

⑬第47号住居址出土の胴部以上を欠いた甕型土器。底部に近くエプロン状の隆帯に刻目が施された

井戸尻Ⅱ式に比定される土器である。

⑩第47号住居址出土土器で,El縁部に把手が付き,頸部横位の沈線文の先端に渦巻文が描かれ,胴

部は渦巻文と平行沈線が施文された曽利Ⅱ式に比定される深鉢型土器である。

⑩第50号住居址出土土器で,日縁部が僅か欠けた甕型土器で胴部に豪華な唐草文で飾られている曽

利Ⅱ式に比定される土器と思われる。

④第28号住居址出土土器で,無文の小壺で,回径 8 cIIl,胴 部の径 9 cIIl,高 さ5.3 cm,顔料 (第二酸

化鉄)が入っていた土器である。

2.小型土器

今回の調査で 4個 (28住,34住 ,41住,51住)の小型土器が出土した。第28号住居址出土の小型土

器第55図 ④は「ベンガラ」を貯蔵 した (後述)土器であることが確認された。また第34住出土の土器

は,第28号出土の小型土器を僅かに大きくしたもので,内側器面には,赤色顔料の痕跡がみられる。

3。 吊手土器

第41住より1個体出土 した。底部の径 7.5 cm,日 縁部の径13cm,高 さ7 cmの無文で,吊手部分が欠

落している。

4。 土偶

今回の調査で 6個の土偶が出土した。第58図②,第59図⑤,⑥には頭部,胴部に穿孔がみられる。
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5。 石器

今回の調査で合計 1,557個の石器が出土した。内訳は完形品 649個 ,欠損品 908個である。石器の

種類と種類別の内訳は一覧表のとおりである。最も出土数の多い́石器は打製石斧で,ついで横刃形石

器,磨製石斧と続いている。打製石斧は,大部分が砂岩製で,一部に緑泥岩のもの力ゞある。磨製石斧

は刃部を磨いた局部磨製のものが多く,材質も緑泥岩製が多い。石匙は砂岩製の大型のものが多く黒

曜石製,チ ャート製の小型のものは少ない。石皿,凹石は多く出土したが,開田当時にも相当数出土

している。スクレーパー, ドリル9石鏃等は発掘調査では出土が少なかったが,過去の表面採集で多

数出土した。その他,過去の表面採集で有孔小珠が数点出土している。

赤色顔料貯蔵土器と顔料の種類         、

成瀬正和

高尾第一遺跡第28号住居址西壁付近の床面より赤色顔料を貯えた小型土器が出土 した (第55図④)。

同住居址は付設された埋甕 (第51図④)か ら曽利 Ⅱ併行期であると考えられる。小型土器は器壁が厚

く,日縁下に 1本の太い沈線が巡るが,他は無文であり,該期の一般的な土器ではない。当初より顔

料貯蔵の目的をもって製作されたものであろう。

縄文時代に確実に用いられた赤色顔料としてはベンガラ (酸化第二鉄 Fe203)と 朱 (赤色硫化水

銀 HgS)が知 られている。小型土器内に貯えられた赤色顔料の種類を調べるため,蛍光 X線分析お

よびX線回折分析を試みた。前者は赤色の由来となる物質の主成分元素の検出を,ま た後者は赤色の

由来となる鉱物成分の同定を目的としている。

蛍光 X線分析には理学電機製蛍光 X線分析装置 (大型試料台付)を用い,試料は顔料をそのままで

薬包紙に包んだものを使用 し,X線管球 ;ク ロム対陰極,分光結晶 ;フ ッ化 リチウム,印加電圧二電

流 ;40kV-20mA,検 出器 ;シ ンチ レーション計数管,走査速度 ;1° /分,時定数 ;2,走査範囲

(2θ );20° ～60° ,の条件で行なった。

蛍光 X線スペクトルには管球等のバ ックグラウンドに基づ く諸 ピークを除けば,鉄に基づ くピニク

(Fekα  5■ 491 Fekβ  51,72°)が顕著に認められた。               f [
X線回折分析には理学電機製ガイガーフレックスを用い,顔料をメノウ乳鉢で 300メ ッシュ以下に

粉砕 し, これを凹板ガラス試料板に充填 し試料を作成 して,X線管球 ;鉄対陰極,フ ィルター ;マ ン

ガン,印加電圧―電流 ;30kV-12mA,ス リット系 ;1° -0.3111111~1° ,検出器 ;比例計数管,走査速

度 ;1° /分,時定数 ;2,走査範囲 (2θ );30°～75° の条件で行なった。

X線回折スペク トルには石英 〔3.34A Cekα 2θ 33.7° )等 〕および赤鉄鉱 〔・2.69A C2.2° ),

2.51A(45.4°), 1.69A(69。 8° )〕 に基づくピークが認められた。石英は土砂の混入の影響によ

るものと考えられるので,赤色の由来となる鉱物成分は赤鉄鉱であろう。

以上の結果より小型土器内に貯蔵された赤色顔料はベンガラであることが判明 した。

なお末筆になりましたが調査団長の友野良一氏,町教育委員会関係各位,お よび長野県史編さん室

の宮下健司氏には大変お世話になり,御礼申し上げます。
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第V章 ま と

高尾第 1遺跡の調査は,圃場整備工事関連の緊急発掘として行なわれた。本遺跡はきわめて大規模

な遺跡で発掘面積 も広 く,遺構,遺物 も多かったため,事後の整理 と研究 は,相当長期間必要 のた

め, ここでは,発掘調査の過程において,知 り得た事柄と問題点を記 し,今後の研究の参考に資 した

い。

1。 まず第一に,本遺跡の規模 と立地についてであるが,工事上その他の問題から台地上の中心部と

考えられる地点を選定 し,発掘 した。面積は,約 4000ポ で,縄文中期井戸尻併行期 3014・ 35038

号住居址の 4軒,曽利 正式期A2・ 36号住居跡の 2軒 ,曽利Ⅱ式期A7・ 8 ・ 9・ 11012・ 130

17・ 20021・ 22・ 24・ 26・ 27・ 29・ 30・ 31・ 32・ 33・ 40・ 41・ 43・ 45・ 48・ 49・ 50号住居址

の25軒,B6015016018025・ 28034・ 37・ 42・ 44・ 47・ 51号住居址の12軒。曽利Ⅲ式期 1・ 39号

住居址の 2軒,弥生時代後期前半 (座光寺原)期 は,4・ 5・ 10・ 46号住居址の 4軒の合計49軒の住居址

を調査 した。また過去に行なわれた発掘調査,表面採集による分布調査の成果と合わせてみて少なく

とも東西 150m,南北約 100mの 広 さを もつ東西に長い舌状台地を全面的占拠 した縄文中期中葉に

始まり後葉期と,弥生後期の二時代に営まれた復合集落址であることを確認 した。集落の形態は,今

回発掘 した地点が中心で,そ の東と西に広場をもち,その広場の外側に小集落が営まれた形態の中心

外周構造をもつ集落形と考えられる。

集落は井戸尻期に始まり,曽利 I期 は少数で,曽利ⅡA期 に25軒 という最盛期を迎え,曽利 IB期

には,12軒 に減少する。曽利Ⅲ期の初期をもって消滅 した縄文中期の集落ということになる。そして,

本遺跡に隣接する町谷遺跡弥生後期と共に弥生時代の集落が営まれた遺跡である。

2.縄文時代の住居址の形は,円形・ 楕円形・隅丸方形の三種類である。住居の面積は最少が12ピ ,

最大が36ピである。平均24ピである。柱穴は基本的には4本柱であるが, 5本～ 6本ある。炉は地床

炉と石囲炉の二種類である。また, 1軒が必要とした面積は77ピであった。これは他の種々の集落占

地形態との比較という立場で考えることもできるが,本遺跡としての場 において計算上 の数値であ

る。今後集落構造研究の参考に供 したい。

遺物。土器の型式と編年については,井戸尻・ 曽利の編年を基準にした分類である。井戸尻 Ⅱ式～

曽利 正式→Ⅱ式→Ⅲ式が認められた。 しか し,本遺跡にあっては,全 く,井戸尻の土器 も見受けられ

るが,よ く観察すると井戸尻 とは異なる土器であって問題となった。曽利式も井戸尻土器と同様であ

る。伊那谷中部は東海系の咲畑 ,― 中富などの関係を考慮 して,伊那谷の中期後半の土器の編年の作成

を早急にせまられている。

その他の遺構。遺跡の南西に土鉱群が発見された。この土拡群は第 203・ 405022号住居址の

西側に集中 している。土拡は全部で49基発見された6大きさは径80cIIl～ 1 50 cIIlで,円形 0楕円形であ

る。遺物は主に縄文中期後葉の土器が多かった。時期的には曽利期の時期に造 られたようである。本

遺跡にあった土拡が一箇所に集中しているということで,住居と土拡の関係が今後の問題となる。

石器。石器一覧表で見るように,打製石斧が一番多く出土 した。住居址は,第 2号で57個中,完形

(73頁 につづ く)

め
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P4 遺跡南全景

第 1号住居址
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P5



P6 第 2号住居址



■1各|11111■ |「|■

P8 第 4号住居址

|■|■譲鍵:|■華黎纂

P9 第 4号住居址
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P10 第 5号住居址

P ll 第 8号住居址
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P12 第18号住居址

P13 第24号住居址
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P15 第28.29号 住居址
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P16 第30号住居址

P17 第31号住居址
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P18 第26号住居址

P19 第33号住居址
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P20 第34号住居址

P21 第 37号住居址
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第35号住居址

P23 第38号住居址
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P24 第39号住居址

P25 第40号住居址
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P26 第41号住居址

P27 第42号住居址
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一欝

P28 第43号住居址

P29 第44号住居址

-67-



P30 第47号住居址

P31 第50号 住居址
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品16個 もあった。一番少ない住居址41号で打製 1個,完形 1個であった。打製石斧の合計 644個 内完

形 253個 ,平均 1軒の所有数は約13個である。完形品の残存率は,約40%で あるという数値を得た。

このことは,生業との関係で重要な意味をもつものと思われる。磨製石斧 125個内完形品が40個約30

%,石匙68個 内完形品33個 50%9石錘10個 内完形が 6個 ,石鏃 24個 内完形が16個66%,磨石は30個 内

完形23個 77%9横刃形石器590イ固内完形 247個 42%,石皿 13個 内完形 4個30%,凹石25個 内完形22個約

90%,ス クレーパー 2全部完形, ドリル 19石棒 5個で,完形 2個,黒曜石片 308個 を確認すること

ができた。

報告書の作成にあたり,多 くの方より献身的な御支援をいただいたことに対 して,心より感謝の意

を表するものであります。

(団 長  友野良一)

第36号住

第37号住
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第15号住 出土

第16号住 出 土 第17号住 出 土

第17号住 出 土

P38 土器出土状況

-75-

第17号住 出 土

第18号住 出 土 第18号住 出 土



第20号住 出 土 第20号住 出 土

第22号住 出 土 第25号住 出 土

第28号住 出 土

第28号住 出 土 第28号住 出 土

P39 土器 出土状況
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第29号住 出 土 第29号住 出 土

第29号住 出 土 第29号住 出 土

第29号住 出 土 第29号住 出 土

第29号住 出 土 第29号住 出 土

P40 土器 出土状況
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第29号住 出 土 第29号住 出 土

第29号住 出 土 第33号住 出

第36号 住 出

P41 土器 出土状況
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第37号 住 出 土 第37号住 出 土



第37号住 出 土 第37号住 出 土

第37号住 出 土 第37号住 出 土

第4C麟住 出 土

第43号住 出 土

P42 土器出土状況
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第44号住 出土埋甕 第47号住 出土埋甕(1)

第47号住 出 土 第47号住 出 土

第47号住 出 土 第49号住 出 土

第50号住 出 土 第50号住 出 土

P43 土器 出土状況

-80-



25t主

P44 出土土器
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15住

28生主

P47 出土土器
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第 1章 遺跡の概観

第 1節 位 置         1

本郷原林遺跡は,長野県上伊那郡飯島町大字本郷 1960番地の 4に所在する。

遺跡は,天竜川の河岸段丘上に位置する。遺跡に至るには,国鉄飯田線伊那本郷駅で下車 し,南へ

約 500mほ ど歩いたところである。遺跡の中心で標高 659mを はかる。

第 2節 地形・地質

当遺跡は,中央アルプスより流れる与田切川により形成された扇状地の扇端部に位置する。遺跡の

東側は天竜川の河岸段丘となり,南側は東西に走る窪地となっている。

調査地区の土層については,礫層の基盤の上にローム層,黒褐色土層,耕作土層が堆積している。

(1位置図

-2-
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第 2図 地形図 (1:2000)
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第 Ⅱ章

第 1節 発掘調査に至るまで

発掘調査の経l過

県営ほ場整備事業七久保地区第26工区にある本郷原林遺跡の埋蔵文化財緊急発掘調査を飯島

町では,飯島町遺跡調査会に委託 し実施 した。

〔飯島町遺跡調査会〕

会   長 熊 崎

理   事 片 桐

宮
‐

下

北 原

桃 沢

松 崎

中 島

片 桐

小 林

監   事 池 上

中 野

幹   事 吉 沢

米 沢

伊 藤

宮 下

〔発掘調査団〕

安 二  (教 育   長 )

修   (飯 島町文化財調査委員 )

静 男  (    〃    )

健 三  (    〃    )

匡 行  (    〃    )

研 定  (    〃    )

淑 雄  (    〃    )

佳 彦  (    〃    )

嘉 男  (    〃    )

勇  (飯 島 町 監 査 委 員 )

武 司 (   〃   )

内 次  (飯島町教育委員会教育次長)

長 実  (    〃    係長)

修   (    〃    主事)

淑 江  (    〃    主事)

団   長

調 査 員

調査補助員

第 2節 調査 日誌

良 一  (日 本 考 古 学 協 会 員 )

修   (飯 島町教育委員会主事 )

夫  (長野 県 考 古 学 会 員)

一  (飯 島   町)

本郷原林遺跡の調査における主だった項目を拾ってみた。

○調査は,昭和55年 8月 1日 より着手 し,昭和56年 3月 20日 に完了した。

○調査は,調査地区全体に 2m四方のグリットを設定 し行なった。

○遺物について,主要なものは平面図に出土点,出土高等を記録 した。

○遺構については,平面図の他にできる限り遺構断面の土層についても記録を行なった。

武

芳

野

藤

田

永

友

伊

和

富
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第Ⅲ章 一退 構

今回は遺跡の東側を中心に調査を行なった。その結果,縄文時代中期の住居址12軒を確認 し

た。このうち住居址の全容を明 らかにできたのは 7軒である。住居址は,さ らに付近一帯,東

側にある丸山遺跡まで分布 していると思われる。

住居址は,東西に走る舌状台地の南面に直列にみられ,そ の内側の台地中央部は空白部分と

なっている。

しか し,今回は部分的な調査であり,ま た開田により相当遺構が破壊されていると考えられ

集落の形態を明らかにするまでにはいたらなかった。

また当地区の西約 120π の水田から平安時代の住居址が 1軒確認された。

○

P2

P3

第 1住

○

O第 4住

第 2住

第 3住

い
く
ｏ
フ
ο
ζL｀

第 3図 遺構配置図 (1:200)
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縄文時代の住居址

第 1号住居址

本 址 位 置 調査地区中央やや南東

フ
゜  ラ  ン 隅 丸 方 形 規 模

南北 -4.6π

東西 -5.Oπ 主軸方向 東 ―西

壁 古
同

肩彗40cπ       Jヒ40cm

月こ35cπ       Zコ30cπ
壁の状態 直に近 くしっかりしている

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担で硬い。

周 溝 認め られない

住 穴 4箇所 主柱穴 Pl ～P4

炉 の 位 置 中央やや西 形 式 石 囲 炉 規 模 1 100 cm× 85卸

土鉱壁外施設

そ  の  他
認め られない。

遺物出土状況 遺物の出土多い。

D    lM

第 4図 第 1号住居址 (1:60)
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第 2号住居址

本 址 位 置 調査地区南東

フ
゜
  ラ  ン 不 整 形 規 模

南北 -6.5π
東西―  η′

主軸方向

壁 同

肩可55cπ       JL50cm

月に40cπ       Zコ   cm
壁の状態 やや傾斜がみられる。

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担であるが比較的やわらかい。

周 溝 認め られない。

柱    穴 4箇所 主柱穴 P4

炉 の 位 置 中央やや東 形  式 石囲炉と思われる 1規 模 1 200 cm× 140 cm

土鉱壁外施設

そ の  他
住居址の北側に段差がみられる。

遺物出土状況 遺物の出土多い。器台出±。

Ｎ
へ
ゃ
、
キ

第 5図 第 2号住居址 (1:80)
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第 3号住居址

本 址 位 置 調査地区南端

フ
゜
  ラ   ン 円 形 ? 規 模

南北一

東西一

π

π

主軸方向

壁 面
南

東

cm  Jヒ

cm 西

卸

釧

壁の状態 やや傾斜が見 られる。

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担であるがやわらかい。

周 溝 認め られない。

柱 穴 3箇所 主柱穴

炉 の 位 置 形 式 規 模 l  π× π

土鉱壁外施設

そ の  他
住居址南側半分は,開田により破壊されており確認できない。

遺物出土状況 遺物の出土多い。ノ
lヽ型土器出±。

0

第 6図 第 3号住居址 (1:80)
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第 4号住居址

本 址 位 置 調査地区中央南

フ
゜
  ラ   ン 円 形 規 模

南北 -4。 8π

東西 -5。 Oπ
主軸方向 南―北

壁 同

肩竃75cπ       Jヒ 55cm

月に80cπ       Zコ 60cm
壁の状態

や 傾ゝ斜がみられる。
壁はしっかりしている。

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担で硬い。

周 溝 認められない。

柱 穴 4箇所 主柱穴 Pl P3 P4 P5

炉 の 位 置 中央や 北ゝ 形 式 規 模 1 140cm× 120 cπ

土鉱壁外施設

そ  の  他

遺物出土状況 遺物の出土多い

ヽ
＞

ヘ

第 7図 第 4号住居址 (1:60)
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第 5号住居址

本 址 位 置 調査地区西側,第 4号住居址西

フ
゜
  ラ  ン 楕 円 形 規 模

南北 -5。 9π

東西 -5。 Oπ
主軸方向 南東―北西

壁 同

肩可70cm      Jヒ 55cπ

月護35cm      2コ 55cπ
壁の状態 直に近 くしっかりしている。

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担で硬い。

周 溝 住居址北東側にみられる。

柱 穴 5箇所 主柱穴 Pl P3 P4 P5

炉 の 位 置 中央や 北ゝ西 形  式 石 囲 炉 規 模 1100卸 ×80cπ

土鉱壁外施設

そ  の  他

遺物出土状況 覆土下層 ,床面より遺物の出土多い。 /Jヽ 型土器出±。

◎

∂

第 8図 第 5号住居址 (1:60)
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第 6号住居址

本 址 位 置 調査地区西側,第 5号住居址北

フ
゜
  ラ   ン 円 形 規 模

南北 -4.6π
東西 -4.5π 主軸方向 東 一西

壁 古
同

肩可25cπ       Jヒ 40cm

東25cπ   西25cπ
壁の状態 やや傾斜がみられる。

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担で硬い。

周 溝 認め られない。

柱    穴 5箇所 主柱穴 Pr -P+
炉 の 位 置 中央やや東 形 式 石 囲 炉 1規 模 1 140cπ ×100 cπ

土埴壁外施設

そ の  他

遺物出土状況 住居址西壁付近に埋甕がみられる。遺物の出土多い

炉 址

ワ
ヴ

第 9図 第 6号住居址 (1



第 7号住居址

本 址 位 置 調査地区北側

プ  ラ  ン 方 形 規 模
南北-4.7π

東西-4.7π 主軸方向 東一西

壁 同

肩彗35cm      Jヒ 25cπ

】巨25cm      2ヨ 25cm
壁の状態

直に近い

開田により上部は破壊されている。

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担で硬い。中央部は浅い凹となっている。

周 溝 認め られない

柱    穴 5箇所 主柱穴 P2 P4 P6

炉 の 位 置 中央西側 形 式 石囲炉と思われる 1規 模 1 180 cm× 110卸

土鉱壁外施設

そ  の  他

遺物出土状況 住居址東側壁付近に埋甕がみられる。遺物出土多い。

゛
＼

第10図  第 7号住居址 (1:60)
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第 9,10,11,12,13号住居址

調査地区北側の 3本の トレンチ溝により確認された。出土遺物よりみて縄文時代中期の住居

址である。

平安時代 の住居址

第 8号住居址

本 址 位 置 調査地区西側,縄文時代の集落より西、約 120π

フ
゜  ラ   ン 方 形 規 模

南北一  π

東西一  π
主軸方向

壁 古
同

卸
　
卸

南

東

Jヒ   cm

西 cm
壁の状態 直に近い

床
ローム層を堀 り込んで造 られている。

平担でやわらかい。中央付近に土鉱が多い

周 溝 認め られない。

柱    穴 9箇所 主柱穴

カマ ドの位置 西壁中央 形  式 石組粘土カマ ド 1規 模 l  π× π

土鉱壁外施設

そ の  他

遺物出土状況 土師器,灰釉陶器出±。遺物の出土は,カ マ ド付近に多い

-13-



第Ⅳ章 遺  物

(1)土器

今回の調査で,多 くの土器,石器が出土 した。土器の多くは,開田当時に遺跡が破壊されたため,

完形のものは少なく,小破片である。いずれも曽利系,あ るいは加曽利系の土器であり,縄文時代中

期末葉のものである。住居址別にみると下記のとおりとなる。第13図 No.4は,第 2号住居址覆土より

出土 した器台であり,ほぼ完形のものである。黄褐色を呈 し無文である。台部上面は,水平で良 く調

整されている。また,第 6住居址からは台付土器の底部が出土 し,第 7住居址か らは,台付土器と思

われる土器が出土 した。第 3号・第 5号住居址からは小型 (ミ ニチュア)土器が出土 している。

トレンチによる調査が行なわれた第 9～ 13号住居址か らも多くの土器が出土 した。第12図 NQ 2は ,

今回の出土の土器の中でも,最 も大型のものである。この他有孔鍔付土器の破片がみられた。

調査地区の西方からは,平安時代の住居址が 1軒検出したが,他には,平安時代の遺構遺物はみら

れなかった。

第 1住   縄文中期   曽利Ⅱ式に比定される。

第 2住     〃     曽利Ⅱ式に比定される。

第 3住     〃    加曽利Ⅱ～Ⅲ式に比定される。

第 4住i      〃         〃       〃

5住     〃    曽利Ⅱ～Ⅲ式,大形の甕は曽利 I tt。

6住     〃    曽利Ⅱ式の台付土器底部が出土 した。

7住     〃     曽利Ⅲ式に比定される。

8住     〃     平安時代の住居址,底部系切底内黒碗

灰釉陶器,10世紀と考えられる。

(2)石器

土器に比べ石器の出土は少なかった。打製石斧,横刃形石器が中心で,他 に磨製石斧,石匙,黒曜

石片等がみ られた。完形の石器は少な く,破片が大部分である。

―-14-―



第11図  出土土器 (1:4)

1(第 7住NQ 7)2(第 7住No.1)
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第 12図 出土土器 (1:4)
1(第 11住NQ l)02(第 9住 )
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第 13図  出土土器 (1:3)

1(第 5住)203(第 13住 )4(第 2住 )
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第14図  出土土器 (1:2)

3(第 3住)405(第 5住)7 8(第 8住 )
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第 V章 ま と め

当該遺跡は,飯 田線伊那本郷駅の南西に位置 し,十王堂沢の上流,左岸段丘上にある。遺跡の南側

には堤の窪と呼ばれる凹地があり,こ こを中心に南側,東側にも縄文時代中期の集落が多 くみられる。

本遺跡は,こ のような遺跡群の中にある。

遺構は縄文時代中期住居址12軒,平安時代の住居址 1軒が確認された。住居址は東西に長い丘陵で

あるため,南傾斜面に多く分布 していると考えられ,更に東側の丸山地籍に及ぶものと思われる。出

土遺物よりみて曽利系と加曽利 E系の土器を出土する縄文中期末葉の住居址である。

本郷北羽場遺跡については,本郷中原遺跡の調査に先立ちグリット (2m× 2m)調 査を行なった。

調査の結果,縄文時代中期の土器片及び中世の陶器片が出土したが,遺構は確認されなかった。

報告書の刊行にあたり,多 くの方より献身的な御支援をいただいたことに対 して心より感謝の意を

表するものであります。

(団長  友野良一 )

(付 記 )

本郷北羽場遺跡調査報告

① 調査場所   飯島町大字本郷 264番地の 1

② 調査方法   グリット調査 (2m× 2m)40箇所

③ 調査内容   (遺  構)確 認されない。

(遺 物) 縄文時代中期土器片20点 ,中世陶器片 100点。

(ま とめ)縄 文時代中期及び中世の遺物散布地である。
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P2 遺跡航空写真
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遺跡航空写真
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P4 遺跡全景

トレンチ調査
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P6 第 1号住居址

P7 第 2号住居址

―-23-―



|111111111:|111:::ill:|:

第 3号住居址P8

P9

*'

ffi q E{iEfit

-94 -l)'A



P10 第 5号住居址
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P ll 第 6号住居址
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P12 第 7号住居址

P13 第 8号住居址
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P14 第 9号住居址土器出土状況

P15第 11号住居址土器出土状況
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P16 土器出土状況
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P17 土器出土状況
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P18 土器出土状況
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第 I章 遺跡の概観

第 1節 位 置

田切平沢遺跡は,長野県上伊那郡飯島町大字田切 2312番地に所在する。

遺跡は,中央アルプス扇状地の扇端部,天竜川の河岸段丘上に位置する。遺跡に至るには,国鉄飯

田線田切駅で下車し,東南へ約 2kmほ ど歩いたところである。遺跡の中心で標高 560mを はかる。

第 2節 地形・地質

天竜川・中田切川により形成された河岸段丘上にあり,南側は郷沢川に向って傾斜 して

礫層の基盤の上にローム層,砂礫

一弟 1図 位置図 (1:100′ 000)
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第 2図 地形図 (1:2000)
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第 Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査に至 るまで

県営ほ場整備事業田切地区第 33工 区にある田切平沢遺跡の埋蔵文化財緊急発掘調査を飯島町で

は,飯島町遺跡調査会に委託し実施した。

〔飯島町遺跡調査会〕

会   長  熊

理   事  片

宮

ゴヒ

ツヒ

松

中

片

/1ヽ

監   事  池

中

幹   事  吉

米

伊

宮

〔発掘調査団〕

団   長  友

調 査 員  伊

〃        不日

長 )

第 2節  調査 日誌

田切平沢遺跡の調査における主だった項目を拾ってみた。

○調査は,昭和 55年 10月 27_日 より着手 し,昭和 56年 3月 20日 に完了 した。

○調査は,調査地区全体に 2m四方のグリットを設定 し行なった。

○遺物について,主要なものは平面図に出土点,出土高等を記録 した。

○遺構については,平面図の他にできる限り遺構断面の土層も記録を行なった。

崎

桐

下

原

沢

崎

島

桐

林

上

野

沢

沢

藤

下

野 良 一  (日 本 考 古 学 協 会 員)

藤  修   (飯 島町教育委員会主事)

田 武 夫  (長 野 県 考 古 学 会 員)

安 二  (教    育

修   (飯 島町文化財調査委員)

静 男  (    〃    )

健 三  (    〃    )

匡 行  (    〃    )

研 定  (    〃    )
淑 雄  (    〃    )

佳 彦  (    〃    )

嘉 男  (    〃    )

勇  (飯 島 町 監 査 委 員 )

武 司 (   〃   )

内 次  (飯島町教育委員会教育次長)

長 実  (    〃    係長)

修   (    〃    主事 )

淑 江  (    〃    主事)
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:_~ ― 第Ⅲ章 遺構・遺物

遺跡は開田により相当破壊されたものと思われる。

今回の調査では住居址が 1箇所検出された。また第 1号住居址の北側に隣接 して第 2号住居址が検

出されたが破壊されており遺構の確認のみにとどめた。         _

第 3図 遺構配置図 (1 :400)

踏
躊
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第 1号住居址

調査地区の中央部に位置する。直径約 6π 50mの 円形を呈する住居址である。住居址は砂礫層を深

く掘り込んで造られており,壁はゆるやかな傾斜がみられる。住居址北側半分には周溝が巡らされて

いる。柱穴はR～ P8の 8箇所が確認された。Pl,P5,P8は主柱穴と考えられる。炉址は住居址中央や

や東側に位置し,大形の深いものである。底部には焼土がみられた。炉石は抜き取られ。僅かに残っ

ている。住居址南東床面には埋甕がみられる。遺物の出土は,覆土,床面とも多い。いずれも縄文

時代中期後半のものである。

平沢遺跡

第 2住

第 4図 第 1号住居址平面図 (1:60)
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表 第 1号住出土石器一覧表

>第 5図 第 1号住居址出土土器 (1:4)

名  称 完 形 欠  損 合 計

打 製 石 斧

磨 製 石 斧

石   匙

磨   石

横刃形石器

黒 曜 石 片 35 35

Pl 第 1号住居址
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第 6図 第 1号住出土遺物 (1:3)
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P2 遺跡全景

P3 調査風景 P4 土器出土状況

P5 土器出土状況
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P6 石器出土状況



第Ⅳ章 ま と め

田切平沢遺跡は,飯島町大字田切2312の 1番地に所在する遺跡である。

遺跡は,郷沢川の左岸段丘上南斜面に位置する。郷沢川をへだてて右岸段丘上には室町～戦国時代

の城址である唐沢城がある。唐沢城からは,中世の遺物の他に縄文時代中期の土器片が発見されてい

る。また唐沢城の西には石曽根堂前遺跡があり縄文時代中期,平安時代の集落が確認されている。当

該遺跡は, これらの同時代の遺跡群のなかに位置する。

調査地区は,水田造成時に傾斜面を 1.5m程削り取っており遺構は相当破壊されたものと思われる。

住居址は 2軒確認されたが, 1軒は造成時に破壊された。

住居址は,東西6.5m9南北 6.5m,深 さ40cmの 堅穴住居址であり,炉石の抜き取られた石囲炉である。

遺物は,住居址覆土より比較的多く出土した。

埋甕は,住居址南束の壁付近より出土した。口径27.5cm 9高 さ41cm,日 縁部無文帯,頸部に 4箇

所 5 cm程 の粘土による縄を垂下し,そ の間は横位に隆線が施され,箆状器具による刺突文と,隆線状

の波状文が交互に施され その下には8区画された楕円文がめぐらされている。胴部には蕨手状の本柄

な懸垂文が下り,そ の間を綾杉文がうめられている。曽利Ⅱ式に比定される土器である。

報告書の刊行にあたり,多 くの方より献身的な御支援をいただいたことに対して心より感謝の意を

表するものであります。

(団長  友野良一)
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